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問
昨
年
度
、
佐
木
島
の
３

地
区
を
モ
デ
ル
農
園
と
し
た

集
落
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ

有
害
鳥
獣
対
策
と
成
果
は
。

答
餌
付
け
と
な
ら
な
い
果

樹
園
の
剪
定
方
法
や
有
効
な

柵
の
設
置
方
法
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、
被
害

が
軽
減
で
き
た
こ
と
を
「
イ

ノ
シ
シ
被
害
対
策
必
読
本
」

と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
引
き

続
き
被
害
対
策
を
実
践
中
で

あ
る
。

問
本
市
の
喫
緊
の
課
題

は
、
ど
こ
で
事
業
費
を
抑

え
、
ど
こ
で
収
入
を
上
げ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
収
入
を
上
げ
る

手
段
と
し
て
、
空
港
を
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関

と
の
協
議
内
容
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
議
会

で
、「
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」

を
活
用
し
て
空
港
に
大
型
遊

具
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
を

造
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
、
活
用
方
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
広
島
空
港
及
び
周
辺
施

設
は
、
本
市
の
重
要
な
観
光

資
源
と
認
識
し
て
お
り
、
国

土
交
通
省
広
島
空
港
事
務
所

や
、
広
島
県
は
も
と
よ
り
、

周
辺
市
町
や
一
般
財
団
法
人

中
央
森
林
公
園
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
大
和
町
を
選
定
し
た
理

由
と
取
り
組
み
方
策
は
。

答
水
稲
地
帯
で
最
も
農
作

物
被
害
額
が
大
き
く
、
取
り

組
み
意
欲
が
最
も
高
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
佐
木

島
で
の
取
り
組
み
方
策
を
生

か
し
、
２
番
目
の
成
功
事
例

を
目
指
す
。

問
有
効
な
対
策
例
は
。

答
集
落
の
エ
サ
場
化
を
防

ぎ
、
山
際
の
見
通
し
を
良
く

し
、
出
没
し
に
く
く
す
る
環

境
の
改
善
、
効
果
的
な
柵
の

設
置
と
管
理
に
よ
る
侵
入
防

止
、
集
落
ぐ
る
み
で
捕
獲
す

る
取
り
組
み
を
総
合
的
に
行

う
こ
と
に
よ
る
個
体
数
の
適

切
な
管
理
が
、
被
害
の
軽
減

に
つ
な
が
る
。

指
定
管
理
者
・
民
間

委
託
制
度
の
推
進

問
新
た
な
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
予
定
施
設
は
。

答
今
後
５
年
間
に
導
入
を

検
討
す
る
施
設
は
、
市
営
住

「
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
意
向
を

踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
三
原
の

輝
く
未
来
の
実
現
に
向
け
た

事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

問
他
市
に
は
ま
ね
で
き
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
市
長
は
、
空
港
活
用
並

び
に
「
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
広
島
空
港
の
活

用
を
例
に
挙
げ
、
本

市
に
お
け
る
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
に

つ
い
て
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
。

　
広
島
空
港
と
そ
の

周
辺
エ
リ
ア
は
、
本

市
の
み
な
ら
ず
、
広

島
県
の
発
展
に
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担

う
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
市
長
就
任
後
も
、

関
係
機
関
と
協
議
、

宅
の
予
定
で
あ
る
。

問
指
定
管
理
者
の
指
定
方

法
を
「
非
公
募
」
か
ら
「
公

募
」
の
方
向
へ
。

答
現
在
、
全
15
施
設
の

内
、
非
公
募
は
10
施
設
あ

る
。
導
入
方
針
で
は
、
公
募

が
原
則
で
あ
る
が
、
施
設
の

性
格
、
設
置
目
的
、
業
務
の

特
殊
性
や
専
門
性
等
の
理
由

が
あ
る
場
合
非
公
募
と
し
て

い
る
。
今
後
も
、
引
き
続
き

検
討
の
上
、
判
断
す
る
。

問
民
間
委
託
制
度
に
つ
い

て
、
分
か
り
に
く
い
「
随
意

契
約
」
を
見
直
し
、
障
害
者

自
立
支
援
施
設
と
の
契
約
を

増
や
す
べ
き
で
は
。

答
平
成
18
年
度
か
ら
、
障

害
者
の
就
労
促
進
を
目
的
に

官
公
需
の
拡
充
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
各
施
設
で
対
応
可

能
な
も
の
か
ら
優
先
的
に
随

意
契
約
を
推
進
し
、
障
害
者

の
自
立
支
援
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
発
注
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の

増
大
と
生
き
が
い
の
充
実
と

の
観
点
か
ら
、
発
注
し
て
い

る
。
業
務
内
容
と
経
済
性
か

ら
確
実
な
事
業
運
営
を
進
め

る
た
め
に
、
相
応
し
い
発
注

先
の
選
定
を
検
討
す
る
。

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施
設

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
広
島
空

港
及
び
周
辺
地
域
に
つ
い
て

は
、
本
市
が
所
有
も
し
く
は

管
理
す
る
施
設
で
は
な
い
た

め
、
関
係
機
関
の
理
解
と
協

力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
施
設
の
さ
ら
な
る
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関

係
機
関
に
対
し
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
提
案
の

内
容
も
参
考
と
し
、
広
島
空

港
及
び
周
辺
施
設
を
含
め

た
、
本
市
の
観
光
資
源
等
を

最
大
限
活
用
し
た
特
色
あ
る

事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

空
港
の
活
用
に
つ
い
て

德と
く

重し
げ 

政ま
さ

時と
き 

議
員

平ひ
ら

本も
と 

英え
い

司じ 

議
員

一　　般　　質　　問

イノシシに魅力のない環境づくり

広島空港に隣接する中央森林公園
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問
今
年
度
の
事
業
レ

ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

❶
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
お
り
、
事
業
レ

ビ
ュ
ー
へ
の
市
民
の
参
加
は

不
可
欠
。
レ
ビ
ュ
ー
で
の
質

問
者
や
仕
分
け
人
、
判
定
人

と
し
て
、
市
民
参
加
を
考
え

て
い
る
か
。

❷
昨
年
度
の
事
業
レ
ビ
ュ
ー

の
結
果
か
ら
実
際
に
反
映
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
、
ど
の
よ

う
な
形
で
そ
の
判
断
の
責
任

を
説
明
し
て
こ
ら
れ
た
か
。

❸
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
の
概
要
が
わ
か

る
事
業
シ
ー
ト
が
基
礎
的
な

資
料
と
な
る
。
事
業
シ
ー
ト

の
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

❹
よ
り
効
果
の
あ
る
事
業
を

よ
り
効
率
よ
く
実
施
で
き
る

よ
う
、
職
員
研
修
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
現
在
ま
ち
づ
く
り
戦
略

検
討
会
議
で
制
度
改
善
を
検

討
し
て
い
る
。

問
「
空
家
対
策
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で

は
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

空
き
家
の
対
処
及
び
活
用
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

進
め
る
か
。
ま
た
、
固
定
資

産
税
の
特
例
解
除
（
値
上

げ
）の
時
期
に
つ
い
て
聞
く
。

答
5
月
26
日
に
全
面
施
行

さ
れ
た
が
、
本
年
度
は
、
基

本
計
画
に
お
い
て
、
適
切
な

措
置
に
つ
い
て
定
め
る
。
固

定
資
産
税
の
特
例
解
除
に
つ

い
て
は
、
広
島
県
及
び
関
係

部
署
と
連
携
し
、
来
年
度
以

降
実
施
す
る
。

問
空
き
家
を
資
産
と
捉

え
、
土
地
や
家
屋
の
流
動
化

を
推
進
し
、
人
口
増
の
機
会

に
し
た
い
と
考
え
る
。
地
域

活
性
化
に
お
い
て
は
、
攻
め

の
施
策
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
空
き
家
を
撤
去
し
た
後

の
土
地
を
含
め
、
空
き
家
活

用
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
地

❶
市
民
判
定
人
方
式
を
中
心

に
ま
ち
づ
く
り
戦
略
検
討
会

議
に
お
い
て
議
論
を
進
め

る
。

❷
昨
年
度
の
事
業
レ
ビ
ュ
ー

は
公
開
で
開
催
し
、
当
日
の

動
画
配
信
も
行
っ
た
。
ま

た
、
点
検
結
果
の
速
報
を
早

期
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
本
年
２
月
に
事
業
レ

ビ
ュ
ー
の
結
果
を
反
映
し
た

市
の
事
務
事
業
改
善
方
針
を

公
表
し
た
。
今
年
度
も
、
適

時
適
切
に
説
明
責
任
を
よ
り

丁
寧
に
果
た
す
よ
う
努
め

る
。

❸
事
業
シ
ー
ト
は
必
要
な
様

式
の
改
善
を
行
う
。

❹
昨
年
度
、
職
員
に
対
し
て

事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
説
明
会
を

開
催
し
、
取
り
組
み
の
内
容

や
目
的
の
共
有
を
行
っ
た
。

本
年
度
も
職
員
向
け
の
研
修

を
実
施
予
定
。

問
今
年
度
は
、
コ
ス
ト
削

減
を
重
視
と
受
け
と
め
て
い

る
。
事
業
を
終
え
る
場
合
、

特
に
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
の

認
識
を
し
て
い
る
。
本
年

度
、本
市
、県
立
広
島
大
学
、

商
工
団
体
で
構
成
す
る
三
原

地
域
連
携
推
進
協
議
会
で
空

き
家
の
状
況
及
び
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
活
用
促
進
対
策

を
検
討
す
る
。

問
民
間
事
業
者
と
の
連
携

に
つ
い
て
聞
く
。

答
19
年
に
広
島
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
と
三
原
市
空

き
家
バ
ン
ク
の
相
談
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
て
い
る

が
、
新
た
な
連
携
方
法
も
検

討
す
る
。

歴
史
・
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ

（
映
像
記
録
）
の
提
案

問
築
城
４
５
０
年
事
業
を

控
え
、
市
民
に
歴
史
・
文
化

へ
の
高
ま
り
を
感
じ
る
。
歴

史
・
文
化
は
郷
土
の
誇
り
で

あ
り
、
残
し
て
い
き
た
い
一

方
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
で

な
く
な
る
文
化
や
祭
り
も
あ

る
。
こ
れ
ら
を
映
像
で
残
し

シ
ョ
ン
が
必
要
。
レ
ビ
ュ
ー

の
場
で
の
市
民
の
意
思
表
示

や
議
会
で
の
審
議
な
ど
、
二

重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
。
市
民
参
加
に
つ
い
て
再

度
問
う
。

　
事
業
レ
ビ
ュ
ー
は
市
民
に

と
っ
て
は
納
め
た
税
金
の
使

わ
れ
方
を
理
解
す
る
機
会
。

市
民
へ
よ
り
充
実
し
た
情
報

提
供
を
行
い
、
信
頼
関
係
を

築
け
る
よ
う
事
業
シ
ー
ト
の

改
善
を
求
め
る
。

答
市
民
に
、
よ
り
市
政
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と

を
、
戦
略
検
討
会
議
で
も
共

有
し
、
議
論
し
て
も
ら
う
。

　
事
業
レ
ビ
ュ
ー
は
市
民
に

と
っ
て
税
金
の
使
わ
れ
方
を

理
解
す
る
機
会
で
あ
る
点
を

踏
ま
え
、
説
明
資
料
を
工
夫

す
る
。

て
い
き
た
い
と
い
う
提
案
を

し
た
い
。
目
的
は
、
保
存
の

他
に
観
光
客
の
誘
引
の
素
材

と
し
て
の
意
義
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
今
年
の
神
明
市

で
復
活
し
た
「
だ
る
ま
行

列
」
は
一
枚
の
写
真
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
歴
史
・
文
化

の
他
に
、
講
演
の
素
材
も
保

存
・
記
録
・
公
開
し
て
い
き

た
い
が
ど
う
か
。

答
貴
重
な
文
化
財
、
郷
土

芸
能
な
ど
を
残
す
こ
と
は
、

重
要
で
あ
り
、
実
施
し
て
い

き
た
い
。
講
演
会
等
の
映
像

は
、
著
作
権
等
の
調
整
は
必

要
だ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
媒

体
も
活
用
し
て
情
報
発
信
に

努
め
る
。

事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
と
し
て
の
空
き
家
対
策

安あ
ん

藤ど
う 

志し

保ほ 

議
員

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う
一い
ち 

議
員

復活した神明市のだるま行列

一　　般　　質　　問一　　般　　質　　問
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問

少
減
の
班
獲
捕
会
友
猟

い
伴
に
化
齢
高
、
れ
ら
見
が

大
増
が
担
負
る
す
対
に
員
班

守
、
に
様
の
ど
。
る
い
て
し

く
い
て
し
働
協
、
え
支
、
り

る
よ
に
可
許
事
知
県
。
か
の

加
参
の
へ
獲
捕
の
者
業
定
認と

20

ら
か
歳

18

許
免
の
へ
歳

て
い
つ
に
大
拡
の
齢
年
得
取

。
か
う
ど
は
み
組
り
取
の答

齢
年
均
平
の
員
班
獲
捕成

平
は

26

は
に
度
年

65

３
・

均
平
に
と
ご
う
追
を
年
と
歳

が
の
る
い
て
し
昇
上
が
齢
年

ら
か
度
年
今
。
る
あ
で
状
現

が
き
続
手
新
更
の
許
免
猟
狩

等
知
通
に
人
本
接
直
ら
か
県

更
、
り
な
と
と
こ
る
れ
わ
行

さ
惧
危
と
る
な
に
げ
妨
の
新

れ
慣
に
き
続
手
、
め
た
る
れ

更
て
し
と
市
、
間
の
で
ま
る

　

け
受
を
定
認
ら
か
県
や
国

者
業
事
等
獲
捕
獣
鳥
定
認
る

条
的
理
地
や
性
特
の
域
地
が

が
と
こ
る
い
て
し
握
把
を
件

な
う
よ
の
そ
、
り
あ
で
切
大

県
う
よ
る
す
定
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一　　般　　質　　問

平成 26 年度政務活動費の執行報告
　政務活動費は、地方自治法と条例に基づき、市議会議員の調査研究その他の活動に資するための必要な経
費の一部として、議会の会派に交付されているものです。
　平成26年度、各会派に交付された政務活動費は、次のとおりです。

※１人当たり、月額25,000円を会派に交付しています。
、し還返を円000,001の）分月３～月21（分月ヶ4、い伴に員欠名１の月11、がたしで額付交の円000,001,2で名７初当度年、は会成志 ※

2,000,000円の交付額となっています。

〔支出項目の説明〕
資料作成費：会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費： 会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入に要

する経費

研修会議費： 研修会の講師謝礼。会議のための費用。研修会の参
加負担金

活 動 旅 費：調査研究及び要請・陳情活動のための旅費
事　務　費：備品購入費、通信費、文具費、消耗品費など

政　務　活　動　費 （単位：円）

会　派

項　目

創志会
５人

公明党
３人

市民連合
５人

志成会
６人

新生クラブ１
３人

新生クラブ２
３人

是々非々の会
１人

日本共産党
１人

平本　英司
伊藤　勝也
陶　　範昭
加村　博志
荒井　静彦

萩　由美子
児玉　敬三
小西　眞人

亀山　弘道
高木　武子
中重　伸夫
中村　芳雄
分野　達見

正田　洋一
岡　　富雄
谷杉　義隆
岡本　純祥
梅本　秀明
仁ノ岡範之

新元　　昭
松浦　良一
七川　義明

徳重　政時
政平　智春
力田　忠七

安藤　志保 寺田　元子

政務活動費交付額① 1,500,000 900,000 1,500,000 2,000,000 900,000 900,000 300,000 300,000
資料作成費 0 0 0 0 3,504 864 0 195,080
資料購入費 85,000 58,968 11,448 0 38,117 40,000 0 81,385
研修会議費 0 80,600 190,000 70,000 30,000 30,000 105,000 0
活動旅費 1,253,190 378,370 1,201,450 1,899,740 646,050 646,050 43,160 4,940
事務費 33,633 2,656 34,779 10,594 145,094 81,471 0 18,167
支出合計② 1,371,823 520,594 1,437,677 1,980,334 862,765 798,385 148,160 299,572
返還額（①－②） 128,177 379,406 62,323 19,666 37,235 101,615 151,840 428
執行率（％） 91.5 57.8 95.8 99.0  95.9 88.7 49.4 99.9

組み立て完成後の箱わな


